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平成 21 年 3 月期第 1 四半期決算概要および 
平成 21 年 3 月期第 1 四半期末の有価証券評価損に関するお知らせ 

 
 
１．平成 21 年 3 月期第 1 四半期決算概要【単体】 

（対象期間：平成 20 年 4 月 1 日～平成 20 年 6 月 30 日） 
 
（１）損益の状況 

                            （単位：百万円） 

 21 年 3 月期 
第 1 四半期 

20 年 3 月期 
第 1 四半期 

前年同四半期比

経 常 収 益 6,139 7,699 ▲1,560
経 常 利 益 ▲2,169 325 ▲2,494
四 半 期 純 利 益 ▲2,309 234 ▲2,543

 
経常収益は、国債等債券売却益の減少等により 6,139 百万円（前年同四半期比▲1,560

百万円）となりましたが、5 月 22 日に公表しております第２四半期予想 12,500 百万円
の 49％と概ね順調に推移しております。 

経常利益は、有価証券の減損処理等の要因により 2,169 百万円の経常損失（同▲2,494
百万円）に、四半期純利益は 2,309 百万円の四半期純損失（同▲2,543 百万円）となり
ました。 

 
（２）金融再生法開示債権の状況 

                            （単位：億円） 

 20 年 6 月末 19 年 6 月末 前年同四半期比

破 産 更 生 債 権 等 53 78 ▲25
危 険 債 権 288 321 ▲33
要 管 理 債 権 155 177 ▲22

再生法開示債権計 497 578 ▲81

総与信に対する比率 6.9％ 7.9％ ▲1.0 ﾎﾟｲﾝﾄ

 
  平成 20年 6月末の金融再生法開示債権額は、前年同四半期比 81億円減少し 497億円、

開示債権比率は同 1.0 ポイント低下して 6.9％となりました。 
 
 
 
２．有価証券の評価損【単体】 
  

「その他有価証券」に区分される保有有価証券のうち、時価が取得原価に比べて 30％
以上下落し、その回復があると認められないものについて、平成 21 年 3 月期第１四半
期末において減損処理による有価証券評価損の計上を行っております。 

その総額は以下のとおりです。 
 
 
 



 
 
 
 
 

                                 （単位：百万円） 

（Ａ）平成 21 年 3 月期第１四半期末の有価証券評価損の総額 1,633 百万円

（Ｂ）平成 20 年 3 月期の純資産の額（Ａ／Ｂ） 
17,001 百万円

（9.6％）

（Ｃ）最近 5 事業年度平均の経常利益額 
2,446 百万円
（66.7％）

（Ｄ）最近 5 事業年度平均の当期純利益額 
1,126 百万円
（145.0％）

（ご参考）当行の第１四半期末は 6 月 30 日であります。 
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